
ターゲット コストを抑えてサービスをご利用したいお客様

目 標 価格帯の認知から、問い合わせ・サービス利用に繋げる

キャッチコピー
ターゲットのメリットを簡潔にあらわしたコピーを載せることで、読み進めるた
めの取っ掛かりを作る。

カラーリング
視認性や伝えたい印象に合わせて配色を決める。
例えば、赤と黄色の組み合わせは注意を引き付けるのに効果的で『お得感』も印
象づけられる。

イラスト・写真
イラストや写真を使うことで、コピーや説明文の内容を補完したり、イメージを
掴みやすくすることができる。

特典
特典情報を載せることで、サービス利用における期待感を上げられる。

情報量と画面構成
何をどのように伝え、行動してほしいかという目的に合わせて『情報量』を決め
る。例えば、イラストなどを排して強調した文字のみを大きく配置することで、
瞬時に内容が伝わりやすくなる。

具体的な情報
実績としての数字やサービス内容を載せることで、より具体的なイメージがしや
すくなる。

明確な行動喚起
電話番号やQRコードを載せて、具体的な行動を促す。強く促したい場合は、大き
く目立たせると効果的。

会社名/住所
発信元(会社名・住所・電話番号)を明記することで、DMの信頼度が上がり、反響
に繋がりやすくなる。






